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広域的な取組を進めることが出来たポイント

どうして連携できたか？～定期的な連携と課題認識の共有

・広域の協議会設置の数年前から、定期的にバス担当者会議を開催（2カ月に1回程
度、あくまで担当者レベルのゆるめの会議、定期的に懇親会も開催）。
・上記の担当者会議をベースに、複数市町村間で連携して路線バスの乗降調査を実施。
・「被災地特例が終わると地域間幹線系統が維持できなくなる！」という、共通の危機意
識を持つことが出来た。

どうして市が動いたのか？～広域連携しないと効果的な路線再編は不可能

・市単独計画での再編ではネットワークとして機能する路線再編が出来ない。
・県ではなかなか地域の実情が分からない・・・地域間幹線系統が多く乗り入れる中心市
が全体調整していくことが現実的な対応（しかし、負担が大きいのも事実・・・）。

【今後への期待】
・広域の法定協議会の設置により、きちんとした枠組みの中で、関係市町村間で定期的な
情報共有や協議が行われている。
・福島県が全県域の公共交通計画の策定に着手。
・県が広域路線の確保維持を中心的に担うことで、市町村はより地域内交通の検討や構
築に注力できるのは。


